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衆議院財務金融委員会ニュース 

H28.2.29 第 190回国会第９号 

 

2月 29日（月）、第９回の委員会が開かれました。 

 

１ 東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法及び財政運営に必要な

財源の確保を図るための公債の発行の特例に関する法律の一部を改正する法律案（内閣提出第７号） 

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。 

 （参考人）ＳＭＢＣ日興証券株式会社金融経済調査部部長金融財政アナリスト    末 澤 豪 謙君 

      三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング経済・社会政策部主任研究員   片 岡 剛 士君 

      静岡大学名誉教授                          安 藤   実君 

 

（質疑者及び主な質疑内容） 

神 田 憲 次君（自民） 

・日本経済のファンダメンタルズをどのように見ているか、

片岡参考人に伺いたい。また、2020年度の基礎的財政収支

（プライマリーバランス）黒字化の目標の達成についてど

のように考えるかについても伺いたい。 

・特例公債法案の成立が遅れた場合の悪影響を避けるために

複数年度にわたる特例公債の発行を可能としたことについ

ての評価と、本法案の成立が遅れた場合の影響について、

安藤参考人に伺いたい。また、複数年度にわたる特例公債

の発行を可能にすると財政規律が緩むとの懸念があるが、

この点についてもどのように考えるか。 

・日銀のマイナス金利付き量的・質的金融緩和（マイナス金

利政策）の導入により、財政健全化の手綱を緩めてもよい

のではないかとの意見もあるが、末澤参考人の見解を伺い

たい。また、法律で財政健全化を義務付けることについて

は、どのように考えるか。 

 

伊 藤   渉君（公明） 

・2020年度のプライマリーバランス黒字化の目標達成に向け

て、経済財政政策及びそれを踏まえた税制の在り方につい

て、各参考人の見解を伺いたい。 

・2040年には第２次ベビーブーム世代が65歳以上の前期高齢

者になり、そこから20年間は生産年齢人口の割合が最も低

い状態が続くと言われている中、40年後を見据えたときに

現在取り組むべきことはあるか、各参考人に伺いたい。 

 

玄 葉 光一郎君（民維ク） 

・消費税率10％への引上げについて、末澤参考人は当初の予

定どおり昨年10月に引き上げるべきだったと考えるか、ま

た、来年４月には予定どおり引き上げるべきか、伺いたい。

さらに、仮に引上げを再延期した場合の国債の格下げのリ

スクについてどのように考えるか。 

・消費税率の引上げについて、どのような条件が揃えば可能

と考えているのか、現在の経済情勢で10％に引き上げた場

合にかえって税収が減ると考えているのか、片岡参考人に

伺いたい。また、軽減税率制度の導入は愚策であると述べ

た理由についても伺いたい。 

・安藤参考人が指摘するように、消費税率を上げずに財界が

相当の税負担をすることになると、かなりの負担になると

考えるが、それでも財界が負担すべきと考えるか。 

 

宮 本   徹君（共産） 

・現在の日銀が行っている異次元緩和の出口戦略がうまくい

くか否かについてどのようなお考えか末澤参考人及び片岡

参考人に伺いたい。 

・「原因者負担」論において、赤字国債の発行に至る経緯又

は積み上げてきた経過を見た場合、歴史的責任がどのよう

なところにあるのかについて安藤参考人に伺いたい。 

・歳出改革において着手すべき課題が数多くあるが、防衛費

も含めて各参考人の意見を伺いたい。 

 

丸 山 穂 高君（おおさか） 

・ギリシャがプライマリーバランスの改善に取り組んだ結果

財政が悪化した事例を片岡参考人が取り上げたが、日本で

も起こりうる可能性が十分にあると感じる。日本はどう対

処すべきかも含めて片岡参考人に伺いたい。 

・財政再建を行おうとすれば逆に経済が悪化し、結果として

財政再建につながらないのではないかという片岡参考人の

意見に対して安藤参考人はどのように思うか。 

・軽減税率制度は消費税の逆進性対策に足りえないとの指摘

が片岡参考人からあったが、軽減税率導入のタイミング又

は手法等を含めて末澤参考人及び安藤参考人はどのように

考えるか。 

 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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（質疑者及び主な質疑内容） 

藤 井 比早之君（自民） 

・安倍内閣のこの３年間の安倍内閣の経済政策の評価につい

て竹森参考人の見解を伺いたい。 

・法人実効税率引下げの効果とその評価について竹森参考人

及び森信参考人の見解を伺いたい。 

・インボイス導入のメリットについて森信参考人及び竹森参

考人の見解を伺いたい。 

 

斉 藤 鉄 夫君（公明） 

・消費税の軽減税率制度の逆進性対策としての効果について

竹森参考人及び森信参考人の見解を伺いたい。 

・インボイス導入までの期間の長さについて森信参考人及び

竹森参考人の見解を伺いたい。 

・インボイス導入について太田参考人の見解を伺いたい。 

 

古 川 元 久君（民維ク） 

・給付付き税額控除について消費税の逆進性対策以外の有効

性を森信参考人に伺いたい。 

・消費税の軽減税率制度についてイートインとテイクアウト

の線引きに関し欧州において混乱した事例を森信参考人に

伺いたい。 

・消費税の軽減税率制度について来年４月の導入までに事業

者の対応が整うか否かについて森信参考人及び太田参考人

の見解を伺いたい。 

 

宮 本 岳 志君（共産） 

・平成29年４月の消費税率引上げは、我が国経済に重大な影

響を及ぼすと考えられるが、各参考人の意見を伺いたい。 

・大企業には利益が生じているが、中小企業には波及してい

ない状況について、竹森参考人はどのように考えるか。 

・インボイスの導入により、事業者の事務負担が増大するこ

とや免税事業者が事業者間取引から排除されることが懸念

されるが、森信参考人及び太田参考人の意見を伺いたい。 

 

丸 山 穂 高君（おおさか） 

・消費税の軽減税率制度は、低所得者よりも高所得者の方が

負担軽減額が多額となることから、低所得者対策としては

疑問であるが、各参考人はどのように考えるか。 

・低所得者対策である消費税の軽減税率制度の対象に新聞を

含めることは疑問であるが、各参考人の意見を伺いたい。 

・インボイスの導入により、免税事業者が事業者間取引から

排除されることが懸念されている中、政府の対応について、

各参考人はどのように考えるか。 

２ 所得税法等の一部を改正する法律案（内閣提出第 16号） 

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。 

 （参考人）慶應義塾大学経済学部教授   竹 森 俊 平君 

      中央大学法科大学院教授    森 信 茂 樹君 

      全国商工団体連合会副会長   太 田 義 郎君 


